
基本課題６　政策・方針決定過程への女性の参画の拡大（課題11～13）

課題11　市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡大

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価

市民窓口課所見

21 審議会等への
女性の参画促
進

女性委員の登用率
向上のための指導

行政課

関係各課

【実施時期】1月
【実施対象】全課
【内容】「審議会等の設置、運営等
に関する指針」に基づき、その適正
な運用について継続的に指導、助
言、周知を図る。
　また、特に女性委員の登用につい
ては、推薦を依頼する団体自体に
女性が少ない場合には、別の団体
へ変更する等の検討及び更新の
あった委員の状況を確認した上で、
各審議会ごとに個別の指導も含め、
平成２６年度登用目標率３０パーセ
ント達成に向けた取組みについて
重点的に指導する。
【工夫すること】委員選考時期前(1
～2月頃)に通知する。更新後の委
員の状況も確認し、各審議会ごとの
個別指導を行う
【目標値】H25.4月に女性比28.0％
以上（H24.4現在25.7% ）

【変更有り】
【実施時期】2月
【内容】
「審議会等の設置、運営等に関する
指針」に基づき、その適正な運用に
ついて継続的に指導、助言、周知を
全課に文書により図った。
　また、女性の登用率の低い審議会
等には、個別に登用率３０％達成に
向けた指導を行った。
（個別指導を登用率の低い防災会
議、交通安全対策会議、農政対策
協議会、スポーツ振興審議会の４審
議会に行った。指導結果として一部
の審議会では来年度女性登用が見
込めそうである。）

【評価理由】
昨年度の女性比
25.7％よりも上回った
が、目標値である
28.0％に到達できな
かった。

【課題等】
推進プラン最終年度
のため、目標値３０％
以上の達成に向け、
女性登用の各審議会
への個別指導を増や
す。 B B

H24年度の審議会におけ
る意見・評価
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Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価

市民窓口課所見

21 審議会等への
女性の参画促
進

女性委員の選任状
況の公表、周知

行政課

関係各課

【実施時期】随時
【実施対象】全課
【内容】各審議会等の女性委員の選
任状況について、所属長宛てに周
知を図る。あわせて、ホームページ
で公表する。
【工夫すること】ＨＰへの公表につい
て更新時期を定める。所属長等へ
の周知については、共有フォルダで
随時更新する。
【目標値】四半期ごとに公表する。

【内容】
三条市ホームページにより各審議
会の女性委員選任状況について周
知を行った。
　また、公表が３回しかできなかっ
た。

【評価理由】
四半期の公表が年に
３回しかできなかった
【課題等】
来年度は目標である
四半期ごとの公表をき
ちんと行いたい。 B B

22 小中学校の学
校運営への女
性教職員の参
画促進

女性職員の学校運
営への参画促進

学校教育課 【実施対象】市内小中学校教職員
【内容】各校の現状を把握し、実態
に合わせて女性職員の学校運営へ
の参画を促す指導・助言を行う。
【目標値】市内の全小中学校（33か
校）で指導を行う。

【内容】学校訪問時等に、指導主事
が女性職員の参画を含めた適材適
所の校務分掌による学校運営を行う
ように指導・助言した。

A A

H24年度の審議会におけ
る意見・評価
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課題12　事業所及び各種団体の方針決定過程への女性の参画の促進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価

市民窓口課所見

23 事業所の方針
決定過程への
参画促進に向
けた働きかけ

女性の参画促進の
ための啓発

商工課 （財）２１世紀職業財団のホームペー
ジにリンクし、情報提供する。

【実施対象】事業主
【内容】　(財) ２１世紀職業財団の
ホームページにリンクし、情報提供
を行っている。

【評価理由】
計画どおり実施した。

A A

24 各種団体等の
方針決定過程
への女性の参
画促進に向け
た働きかけ

女性の参画促進に
向けた啓発活動

市民窓口課 自治会やＰＴＡなど、出前講座の申
込があった団体へ出向き、啓発を行
う。
【工夫すること】
出前講座の開催前に、男女共同参
画の啓発を行う
【目標値】
出前講座４回以上開催

３月末実施数：８団体
参加者数130名
(女性106名、男性24名)

【評価理由】
目標値を上回ることが
できた。

【課題等】
男性の参加促進、新
規の申込団体を開拓
していきたい。

A A

H24年度の審議会におけ
る意見・評価
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課題13　女性の参画促進に向けた人材育成

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価

市民窓口課所見

25 女性の能力を
高める学習機
会の提供

女性セミナー
生涯学習課
（下田公民

館）

【追加】
【実施時期】5月～12月（全8回）
【実施対象】下田地区の成人女性
【内容】①暮らしの中での色使い②
楽々ウォーキング体験③旬のフ
ルーツを使ったお菓子作り④食と
フィットネスで健康アップ⑤新潟県
議会傍聴⑥女性特有のガンについ
て⑦表情筋トレーニングと足つぼリ
ンパマッサージで健康美人⑧正月
のフラワーアレンジ
【講師】①馬場廉子さん②松澤恵さ
ん③皆川栄子さん④健康づくり課職
員⑥浅野堅策さん⑦長岡和美さん
⑧堀弘子さん
【工夫すること】女性がよりいきいきと
した生活を送れるような講座を計画
する。
仲間作りの場を提供する。
【目標値】事後アンケートで満足度
「とてもよかった」「よかった」人の割
合が参加者の８０％以上

【参加者】２５人　延べ参加：１６３人
（男性　　０人、女性　　１６３人）
【内容】計画どおり実施、実施日：①
5月16日(水)暮らしの中での色使い
②6月28日(木)楽々ウォーキング体
験③7月11日(水)旬のフルーツを
使ったお菓子作り④8月30日(木)食
とフィットネスで健康アップ⑤9月18
日(火)県議会傍聴⑥10月18日(木)
女性特有のガンについて⑦11月14
日(水)表情筋トレーニングと足つぼリ
ンパマッサージで健康美人⑧12月
19日(水)正月のフラワーアレンジ

【評価理由】
 アンケートの満足度
「とてもよかった」「よ
かった」人の割合が
91％で目標値を上
回った。

【課題等】
アンケートの結果を考
慮しつつ、参加者の
意見を尊重してさらに
喜ばれる講座にして
いきたい。 A A

H24年度の審議会におけ
る意見・評価
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Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価

市民窓口課所見

女性セミナー
生涯学習課
（栄公民館）

【追加】
【実施時期】平成２５年５月～１１月
（全７回）
【実施対象】栄地区に在住・在勤の
成人女性
【内容】①薬草でヘルシーライフ②
本成寺節分鬼踊りの由来③メイク
アップ④市内のごみ施設処理施設
の見学⑤おいしいコーヒーの入れ
方の講習
⑥ラッピングの実技指導などの講座
で、女性が、有意義に社会生活が
送れるような知識や教養、技術を習
得し豊かな社会生活の実現を目指
す。
【工夫すること】女性の能力を高める
講座を計画するとともに、「現代的な
課題」にも挑戦し問題解決に取り組
む。
【目標値】事後アンケートで「今後の
生活に役立てる知識を得ることがで
きた」の人の割合が8割

【参加者】参加：２８人　延べ参加：１
３０人
（男性　　０人、女性　１３０人）
【内容】計画どおり実施、実施日：①
５月25日薬草でヘルシーライフ講
師：小日向孝さん②６月22日節分鬼
踊りの由来：講師西山明仁さん③８
月30日メイクアップ講師：山本加代
子さん④９月20日市内のごみ処理
施設見学⑤おいしいコーヒーの入
れ方講師：山本早苗さん他計画ど
おり開催

【評価理由】
目標値の「今後の生
活に役立つ知識を得
ることができた」人の
割合が87％だった。
【課題等】
引き続き女性の能力
を高める学習機会を
提供し、社会参画でき
るような講座を検討し
ていきたい。 A A

女性のためのス
テップアップ講座

市民窓口課 【日時】9月11日、18日、25日
【内容】①心とカラダのセルフメンテ
ナンス②終の棲家の選び方③ハッ
ピー気分で過ごすための魔法の時
間
【講師】①水科江利子さん②長谷川
美香さん③土田陽子さん
【目標値】
「今後の生活に役立てる知識を得る
ことができた」人の割合が参加者の
８０％以上

計画どおり実施
実施日：①９月１１日心とカラダのセ
ルフメンテナンス　講師：水科江利
子さん
②９月１８日終の棲家の選び方　講
師：長谷川美香さん
③９月２５日ハッピー気分で過ごす
ための魔法の時間　講師：土田陽子
さん
参加：２９名
延べ参加：７４名

【評価理由】
目標値の「知識を得る
ことができた」人の割
合が95％だった。

【課題等】
引き続き女性がより元
気になり、参画できる
ような講座を検討して
いきたい。

A

アンケート
の実施方
法につい
て、検討す
ること

A

H24年度の審議会におけ
る意見・評価

25
女性の能力を
高める学習機

会の提供
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